
観光地での夕食は 宿
泊
す
る
部
屋
で
食
べ
た
い

Ｊ
Ｔ
Ｂ「
食
と
旅
の
調
査
」

食
の
こ
だ
わ
り
は「
名
物
料
理
」
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旅
先
で
の
食
事
は
大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
。
旅
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
食
」
は
常
に
旅
の
目
的
の
上
位
に

挙
げ
ら
れ
る
。
旅
行
者
は
旅
先
で
食
事
を
す
る
と
き
、
ど

ん
な
も
の
を
ど
の
よ
う
に
選
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
Ｊ

Ｔ
Ｂ
は
、
「
食
と
旅
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
た
。

　
宿
泊
施
設
以
外
で
の
食
事

は
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
る

の
か
。全
体
で
は「
行
き
当
た

り
ば
っ
た
り（

・
１
％
）」

「
出
発
前
に
食
事
を
し
た
い

エ
リ
ア
だ
け
決
め
る（

・
５

％
）」が
上
位
だ
が
、年
代
別

に
み
る
と
、「
エ
リ
ア
だ
け
決

め
る
」は
若
者
に
多
く
、「
行

き
当
た
り
ば
っ
た
り
」は


代
、
代
で
多
か
っ
た
＝
図

４
。年
齢
の
上
昇
と
共
に
食

へ
の
関
心
の
優
先
順
位
が
下

が
る
こ
と
に
加
え
、そ
の
日

の
体
調
に
よ
っ
て
食
事
内
容

を
決
め
た
い
こ
と
も
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
旅
先
で
「
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
食
べ
て
い
る
も

の
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
料
理
」
に
つ
い
て
は
、

「
地
元
グ
ル
メ
な
ど
名
物
料

理
（

・
０
％
）
」
「
訪
問

す
る
土
地
の
郷
土
料
理
（


・
５
％
）
」
「
日
常
で
は
食

べ
ら
れ
な
い
料
理
（

・
０

％
）
」
が
上
位
だ
っ
た
＝
図

５
。
年
代
別
で
は
、
若
く
な

る
ほ
ど
「
自
分
が
日
常
で
は

食
べ
な
い
豪
華
な
料
理
」
へ

の
こ
だ
わ
り
が
高
く
、
Ｂ
級

グ
ル
メ
よ
り
こ
だ
わ
る
傾
向

が
見
ら
れ
た
。
ま
た

代
、


代
女
性
は
「
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
な
ど
食
べ
歩
き
で
き
る

も
の
」
も
多
か
っ
た
。

　
食
材
や
調
理
方
法
に
つ
い

て
は
、
「
地
元
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
（

・
７
％
）
」

「
季
節
限
定
の
旬
の
食
材
を

使
っ
た
料
理（

・
５
％
）」

が
多
く
、場
所
に
つ
い
て
は
、

年
齢
が
高
く
な
る
と
、
「
地

元
の
人
に
人
気
の
店
や
老
舗

に
行
く
」
こ
と
や
「
そ
の
土

地
に
し
か
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン

で
の
料
理
」
「
観
光
客
や
団

体
向
け
で
な
い
と
こ
ろ
」
に

も
こ
だ
わ
り
が
見
ら
れ
た
。

　
宿
泊
地
で
夕
食
を
と
る

際
、
食
事
の
内
容
以
外
に
つ

い
て
ど
う
思
っ
て
い
る
か
。

町
の
中
心
部
の
場
合
は
、

「
宿
泊
施
設
周
辺
の
有
名
な

飲
食
街
に
出
か
け
た
い
（


・
９
％
）
」
「
決
ま
っ
た
時

間
で
は
な
く
自
分
の
好
き
な

時
間
に
食
べ
た
い
（

・
５

％
）
」
「
個
室
の
食
事
処
で

食
事
し
た
い（

・
１
％
）」

が
上
位
＝
図
６
。
地
方
の
観

光
地
で
は
、
宿
泊
施
設
で
食

事
を
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
様
子
で
、
「
宿
泊
す

る
部
屋
で
食
事
し
た
い
（


・
７
％
）
」
「
個
室
の
食
事

処
で
食
事
し
た
い
（

・
９

％
）
」
「
浴
衣
で
食
事
で
き

る
の
が
良
い（

・
７
％
）」

が
上
位
だ
っ
た
＝
図
７
。

「
宿
泊
す
る
部
屋
で
食
事
し

た
い
」
は
、

代
、

代
で

も
多
く
、
ま
た

代
は
「
乳

幼
児
や
子
供
向
け
の
設
備
が

整
っ
て
い
る
と
よ
い
」
が
高

く
、
子
育
て
世
代
独
特
の
希

望
が
見
ら
れ
る
。
年
齢
が
上

が
る
と
「
座
敷
に
座
る
よ
り

椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
で
食
事
」

を
望
む
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　
旅
先
で
の
食
に
関
わ
る
体

験
や
交
流
に
つ
い
て
「
こ
れ

か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
約
４
割

が
「
な
い
」
の
回
答
だ
っ
た

が
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
の

中
で
は
、
「
果
物
狩
り
や
野

菜
の
収
穫
（

・
５
％
）
」

「
地
方
の
郷
土
料
理
作
り
・

そ
ば
う
ち
体
験（

・
４
％
）」

「
漁
師
・
農
家
の
人
と
料
理

を
し
て
食
べ
る（

・
５
％
）」

が
多
か
っ
た
＝
図
８
。
性
・

年
代
別
に
み
る
と
、
特
に


代
で
「
地
方
の
郷
土
料
理
作

り
・
そ
ば
う
ち
体
験
」
の
希

望
が
高
い
。
「
漁
師
や
農
家

の
人
と
一
緒
に
食
事
を
つ
く

る
（

・
５
％
）
」
は


代
、

代
、

代
、

代
に

人
気
が
高
く
、
地
域
間
の
交

流
だ
け
で
は
な
く
、
世
代
間

交
流
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

も
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

　
国
内
旅
行
に
行
く
と
き
に

ど
ん
な
こ
と
を
テ
ー
マ
に
す

る
か
聞
い
た
。
多
い
順
に
三

つ
選
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
ど
の
年
代
も
「
温
泉

（

・
４
％
）
」
が
最
も
多

く
、
「
食
・
グ
ル
メ
（

・

０
％
）
」
が
続
い
た
。
年
代

別
に
み
て
み
る
と
、

代
、


代
で
は
「
温
泉
」
よ
り

「
食
・
グ
ル
メ
」
の
方
が
高

い
。
地
域
振
興
で
食
を
テ
ー

マ
に
す
る
場
合
は
、

代
、


代
に
効
果
が
期
待
で
き
そ

う
だ
＝
図
１
。

　
旅
行
先
で
の「
宿
泊
施
設
」

選
び
は
、
食
事
と
ど
の
よ
う

な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
町
の
中
心
部
で
泊
ま
る

場
合
と
地
方
の
観
光
地
で
泊

ま
る
場
合
に
分
け
て
、
宿
泊

施
設
の
決
定
に
重
視
す
る
こ

と
を
聞
い
た
。

　
結
果
は
い
ず
れ
も「
価
格
」

が
一
番
だ
っ
た
が
、
町
の
中

心
部
の
宿
泊
施
設
の
方
が
、

価
格
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ

り（
町
の
中
心
部

・
３
％
、

地
方
の
観
光
地

・
１
％
）、

「
駅
に
近
い（

・
４
％
）」

「
食
事
の
評
判
が
良
い
（


・
２
％
）
」
が
こ
れ
に
続
い

た
＝
図
２
。
地
方
の
観
光
地

に
立
地
す
る
宿
泊
施
設
の
場

合
は
、
「
価
格
」
に
続
き
、

「
食
事
の
評
判
が
よ
い
（


・
５
％
）
」
「
観
光
場
所
に

近
い
（

・
７
％
）
」
が
上

位
と
な
っ
た
＝
図
３
。
宿
泊

選
び
は
、
地
方
の
観
光
地
で

食
事
の
影
響
は
よ
り
大
き
い

一
方
で
、
価
格
は
多
少
呑
み

込
む
気
持
ち
が
強
い
よ
う

だ
。

　
一
方
、「
飲
食
街
に
近
い
」

は
、
町
の
中
心
部
と
地
方
の

観
光
地
で
は
あ
ま
り
差
が
な

い
結
果
と
な
っ
た
。


